
JP 4937562 B2 2012.5.23

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リアホルダを後部に固定した状態で、先端にピン状の挿込端を有する前記雄型接続端子
を後方から前記リアホルダを介して内部に挿入して収納し、前記リアホルダに設けた可撓
性を有する係止アームにより前記雄型接続端子を後方へ抜け出ないように係止するコネク
タハウジングにおいて、前記雄型接続端子は、中間に前記挿込端よりも幅広の中間部と、
後端に電線を圧着する圧着部とを備え、前記係止アームは、前記雄型接続端子の中間部を
係止する爪部を有し、該爪部の中央部に前記挿込端を通過させるための溝部を長手方向に
形成したことを特徴とする電気コネクタハウジング。
【請求項２】
　前記挿込端は断面略四角形とした請求項１に記載の電気コネクタハウジング。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、接続端子を内蔵し相手側コネクタハウジングと嵌合するコネクタハウジング
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、ハウジング内に収納された接続端子は、特許文献１のように後抜け防止のため
に、係止アームにより係止されている。
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【０００３】
　例えば、図６は従来のハウジング１内に接続端子２を収納した電気コネクタハウジング
の断面図を示し、接続端子２はハウジング１の後方から挿入されたリアホルダ３に形成さ
れた弾発性を有する係止アーム４により係止され、ハウジング１からの後抜けが防止され
ている。
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－１７０６２３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　接続端子２をハウジング１に収納するには、リアホルダ３をハウジングに固定してから
、ハウジング１の後方から接続端子２を挿入し、図７に示すように係止アーム４を持ち上
げながら、接続端子２を押し込む必要がある。
【０００６】
　しかし、この場合に接続端子２の挿込端２ａが細径の場合などには、挿込端２ａが係止
アーム４の弾発力により押し曲げられ、変形を生ずることがある。これは永久変形を与え
ることもあり、相手側の接続端子と嵌合を行う際の障害となり、場合によっては相手側接
続端子と嵌合不能となることがある。
【０００７】
　また、挿込端２ａに変形を与えないように、係止アーム４の弾発力を小さくすると、接
続端子２に対する係止力が弱くなる。
【０００８】
　本発明の目的は、上述の課題を解決し、係止アームの係止力を保持したまま、挿込端に
変形を与えることのない電気コネクタハウジングを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するための本発明に係る電気コネクタハウジングは、リアホルダを後部
に固定した状態で、先端にピン状の挿込端を有する前記雄型接続端子を後方から前記リア
ホルダを介して内部に挿入して収納し、前記リアホルダに設けた可撓性を有する係止アー
ムにより前記雄型接続端子を後方へ抜け出ないように係止するコネクタハウジングにおい
て、前記雄型接続端子は、中間に前記挿込端よりも幅広の中間部と、後端に電線を圧着す
る圧着部とを備え、前記係止アームは、前記雄型接続端子の中間部を係止する爪部を有し
、該爪部の中央部に前記挿込端を通過させるための溝部を長手方向に形成したことを特徴
とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係る電気コネクタハウジングによれば、係止アームの長手方向に溝部を設け、
挿込端をこの溝部を通過させることにより、係止アームから挿込端に力が加わることなく
接続端子をハウジングに収納できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　本発明を図１～図５に図示の実施例に基づいて詳細に説明する。
  図１はハウジングの断面図であり、合成樹脂材から成るハウジング１１は、内部に上下
方向に２個、左右方向に複数個の端子収容孔１２が設けられている。ハウジング１１の後
部にはリアホルダ１３が固定されており、各端子収容孔１２内にはリアホルダ１３から弾
発性を有する係止アーム１４が突設されている。各端子収容孔１２の前方には、接続端子
の挿込端が通過する開口１５が設けられている。
【００１２】
　また、係止アーム１４には、接続端子の中間部を係止するための爪部１４ａが設けられ
、図２に示すように爪部１４ａ側の長手方向に沿って、接続端子の挿込端を通過させるた
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【００１３】
　図３は接続端子を示し、接続端子１６は導電金属板を打ち抜き、折曲して形成され、前
端に断面略四角形のピン状の挿込端１６ａ、中間には挿込端１６ａよりも幅広で略箱型の
中間部１６ｂ、後端に電線１７を圧着接続する圧着部１６ｃが設けられている。
【００１４】
　このハウジング１１の端子収容孔１２に、ハウジング１１の後方から接続端子１６を挿
入すると、図４に示すように、接続端子１６の挿込端１６ａが係止アーム１４を通過する
際には、挿込端１６ａは溝部１４ｂ内を通過し、係止アーム１４から挿込端１６ａに力が
加わることがない。
【００１５】
　更に、接続端子１６を押し込むと、今度は図５の上段に示すように係止アーム１４は接
続端子１６の中間部１６ｂにより押し上げられ、続いて押し込むと挿込端１６ａは開口１
５を通過し、図５の下段に示すように、挿込端１６ａは開口１５から前方に突出され正規
の位置に収納される。この状態で、係止アーム１４は元の状態に復元して、爪部１４ａが
中間部１６ｂの後部を係止し、接続端子１６の後方への抜け止めがなされる。
【００１６】
　このように、接続端子１６の挿入に際して、挿込端１６ａは係止アーム１４から力を受
けることがないので、変形することもない。また、接続端子１６の挿入前に挿込端１６ａ
が例えば水平方向、或いは上方に変形している場合には、係止アーム１４の溝部１４ｂに
よりその曲りが矯正されることもある。
【００１７】
　なお、実施例では係止アーム１４はリアホルダ１３に設けたが、リアホルダを使用しな
い場合には、ハウジング１１に係止アーム１４を直接設けることもできる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】ハウジングの断面図である。
【図２】係止アームの斜視図である。
【図３】接続端子の斜視図である。
【図４】ハウジングに接続端子を挿入した状態の断面図である。
【図５】係止アームが接続端子により押し上げられた状態の断面図である。
【図６】従来例のハウジング内に接続端子を収容した状態の断面図である。
【図７】従来例の挿込端に係止アームが当接した状態の断面図である。
【符号の説明】
【００１９】
　１１　ハウジング
　１２　端子収容孔
　１３　リアホルダ
　１４　係止アーム
　１４ａ　爪部
　１４ｂ　溝部
　１６　接続端子
　１６ａ　挿込端
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